
令和４年第７回真岡市教育委員会 会議録 
 

１．招集日時 

    令和４年８月２５日（木） 午前１０時００分 

 

２．場所 

    真岡市役所 教育委員室 

 

３．出席委員の氏名 

（１）教育委員会教育長       山 中 孝 雄 

（２）教育委員会委員（職務代理者） 杉 村 廣 子 

 （３）教育委員会委員        大 島 克 弘 

 （４）教育委員会委員        佐 藤   進 

  

４．委員及び傍聴人を除くほか議場に出席した者の氏名 

 （１）教育次長           古 澤 博 之 

 （２）学校教育課長         藤 田 主 計 

 （３）生涯学習課長         谷 口 栄 治 

 （４）二宮分館長          中 里 信 昭 

 （５）学校給食センター所長     風 山 俊 明 

 （６）自然教育センター所長     菅 野 康 三 

 （７）学校教育課総務係長      高 崎 博 美 

 （８）学校教育課教育政策係長    鈴 木 美 苗 

 （９）学校教育課指導係長      保 坂 一 哉 

（１０）学校教育課教育政策係指導主事 横 山 祥 子 

 （１１）学校教育課総務係主事     太 田 美 幸 

 

５．会議録の作成に当たった者 

    学校教育課総務係主事     太 田 美 幸 

 

６．令和４年第５回真岡市教育委員会会議録署名委員として指名を受けた委員 

                      大 島 克 弘 委員 

佐 藤   進 委員 

 

７．開会時間 午前１０時００分 

  

８．令和４年第６回真岡市教育委員会会議録の承認 

   高崎学校教育課総務係長が、会議録案を事前に送付した旨を説明し、審議の結果、

原案のとおり承認された。 

 

 

 

 

 

 



９．教育長等の事務報告 

   古澤教育次長が、真岡市教育委員会教育長等の事務報告を行った。 

   大島委員より、県立高校再編に関する意見交換会は、具体的に対象となっている 

ことがあるのかとの質問があり、古澤教育次長よりまだ具体的な話ではなく、総論 

的に栃木県内全体で子供の人口が減少しており、今後再編が必要になってくるため 

県の教育委員会の高校再編推進担当より説明があった旨説明。 

   杉村委員より、アンバサダー委嘱の基準やこれからの活動、真岡市のＰＲのため 

設けたのか、これからも委嘱していくのかということについて質問があり、古澤教 

育次長から、アンバサダーには、市に関連のある方に委嘱しており、真岡市のアン 

バサダーとしての名刺を活動の中で渡す等真岡市のＰＲをしていただくことになる。

また、市長の方針として多くの方に真岡市のことを知っていただくため適任者が 

いる場合は委嘱していく方針である旨説明。 

 

10．議案 

  議案第２２号「令和４年度真岡市一般会計補正予算について」 

藤田学校教育課長から、小学校費及び中学校費ともに光熱水費において、電気料

の高騰及び新型コロナウイルス感染症対策のため、各学校において換気を徹底して

教育活動を実施していることから、大幅な電気料の増加が見込まれるため、小学校

費３，４６７万４，０００円、中学校費１，０１２万６，０００円を補正予算とし

て上程するものであることを説明した。 

続いて同課長より現在運行しているスクールバスの５年間の契約が令和５年３月

に終了する予定であり、今後も引き続きスクールバスを運行するため、令和４年度

から９年度までの６年間の債務負担行為を、限度額５億２，８８３万円で設定する

ものであることを説明した。 

また、同課長より、英語の学習効果を高めるとともに、国際理解教育を推進する

ことを目的に小中学校に外国語指導助手ＡＥＴを配置しているが、前回のプロポー

ザルから令和５年３月で５年が経過することから、引き続き各校にＡＥＴを派遣す

るため、令和４年度から９年度までの６年間の、債務負担行為を限度額３億９，２

４８万円で設定するものであることを説明した。 

次に、中里二宮分館長から、新型コロナウイルス感染リスクの軽減のため、各地

区公民館のトイレを和式から洋式へするため、７７８万８，０００円を補正予算と

して上程するとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を歳入

として計上するものであることを説明した。 

次に、風山学校給食センター所長から、物価の高騰により給食の食材価格も上昇

したため、高騰分を助成し、保護者の負担を軽減するため第一学校給食センター費

２，１２８万７，０００円、第二学校給食センター費４２７万２，０００円を補正

予算として上程するとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を歳入として計上するものであることを説明した。 

また、同課長より第二学校給食センターの小荷物専用昇降機について経年劣化に

より部品の一部に不具合が見つかり、修繕が必要となったため９０万１，０００円

を補正予算として上程するとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金を歳入として計上するものであることを説明した。 

次に、菅野自然教育センター所長から、新型コロナウイルス感染リスクの軽減の

ため、厨房のトイレを和式から洋式へするため、４５万円を補正予算として上程す

るとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を歳入として計上



するものであることを説明し、審議となった。 

杉村委員より電気料について、計上された不足分は９月からの不足分かとの質問

があり、藤田学校教育課長から今年度３月までの見込みでの不足分という考えであ

り、現在を含めた年間での不足分として計上している旨説明。 

同委員より、債務負担行為に関して期間の設定が契約期間の令和５年度からでは

なく、令和４年度～令和９年度と６年間となっていることについて質問があり、藤

田学校教育課長から令和４年度から入札業務やプロポーザルの業務を行うため令和

４年度から９年度までの６年間、金額は 5年間の金額という形になっている旨説明。 

佐藤委員より、公民館の施設トイレについてまだすべてのトイレが洋式化されて

いないが、いつまでにすべてのトイレを洋式化する計画かとの質問があり、中里二

宮分館長から、今回の計画では高齢者の中には洋式トイレに不慣れな方もおり、和

式トイレの利用があるため一部和式トイレを残す計画である旨説明。 

大島委員より、電気料について小学校の電気料の補正額が中学校に比べて大きい 

理由について質問があり、藤田学校教育課長より小学校については、昨年度の当初 

予算の時に、減額していた経緯があり補正額が多くなっている旨説明。 

審議の結果、原案のとおり承認された。 

   

11．報告 

報告第２０号「令和４年度真岡市教育委員会点検評価報告書について」 

高崎学校教育課総務係長より、報告書作成の目的及び概要について報告した。 

   佐藤委員より、教職員は休憩時間を確保できているのか、また自席での休憩とな

っているのかとの質問があり、保坂学校教育課指導係長より在籍する教職員を二つ

の班に分けて、時間をずらして休憩の時間を設定している旨説明。また、学校の施

設上休憩室はないので、自席での休憩または設置してあるソファー等での休憩とな

っている旨説明。 

 

  報告第２１号「全国学力学習状況調査の結果について」 

横山指導主事から、全国学力学習状況調査、栃木っ子学習状況調査、第 1回真岡

市総合学力調査について各教科の状況を説明。今年度の調査全体を通して、真岡市

では理科において、小学校中学校ともに実施したすべての学年で、県や全国の平均

正答率を上回るという良好な結果が見られている旨説明。また、各種学力調査の結

果を受け、各学校では学力調査の結果に基づいた学力向上改善プランを作成してい

る旨説明。 

佐藤委員より理科の成績が良いとのことだが、真岡市の理科の授業で優れている

点について質問があり、横山指導主事より科学教育センターにいる指導主事が各学

校を回り、指導のサポートを行い、教職員の指導の向上を目指している旨説明。 

 

 報告第２２号「学校における働き方改革推進プラン（第２期）について」 

  保坂学校教育課指導係長より、推進プラン作成の目的及び概要について報告した。 

  大島委員より部活動指導の負担軽減について、休養日は週当たり２日以上とのこと

だが、現在もこのように取り組んでいるのか、今後の目標なのかとの質問があり、保

坂学校教育課指導主事から真岡市の方で設定した部活動指導のあり方について設定

されているものであり、現状も週当たり２日以上で取り組むようにしている旨説明。 

 

 



 報告第２３号「令和５年以降の成人式名称及び式典日程について」 

 谷口生涯学習課等より、和 5年以降の成人式新名称及び式典日程の概要について報告

した。 

 

12．その他 

（１）令和４年１０月の教育委員会について 

   高崎総務係長から、９月の開催日程案について、１０月２５日（火）午後２時ま

たは、２７日（木）午後２時の２案を提案し、協議の結果、１０月２５日（火）午

後２時に決定される。 

 

 

13．閉会時間 午後１０時４０分 

 

  

 


